
 

 

公民館運営審議会 
第２回定例会 

 
 
 
 
 
 

議   事   録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  ２０２３年（令和５年）８月２２日（火） 

場 所  藤沢市役所本庁舎 ８－１、８－２会議室 

 



公民館運営審議会 第２回定例会 次第 
 

                     日時：２０２３年（令和５年）８月２２日（火） 

午前１０時～正午 

場所：藤沢市役所本庁舎８－１・２会議室 

 

 

１ 前回議事録の確認【資料１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 議 題 

令和６年度公民館事業計画基本方針の策定について【資料２～５】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 



1 

 

【出席委員】 

（委員長）田中章（副委員長）三宅裕子 

鈴木正文 大谷美津子 青木純子 鈴木勝久 猪野恭子 森一廣 飯島富士男  

有賀眞弓 福田正三 佐藤正志 了戒純一 河内幸恵 青木美和子 早野美波  

大石笑子 小田部尚文 

【公民館】 

鵠沼公民館長山口 六会公民館長江添 

【事務局】 

横田参事 浅上主幹 守屋課長補佐 佐久間上級主査 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 午前１０時００分 開会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

委員長  おはようございます。 

これより第２回公民館運営審議会定例会を開催いたします。まず事務局から、会

議の成立及び欠席委員の確認、出席している公民館長、傍聴者、会議の公開・非公

開、配布資料について報告をお願いします。 

 

事務局  藤沢市公民館条例施行規則第３条により、審議会の成立要件として、委員の過半

数以上の出席が必要とされておりますが、委員定数２０人に対して本日の出席委員

は現在１８人ですので会議は成立しましたことをご報告申し上げます。なお、日下

部委員から欠席の連絡を受けており、小路委員はまだいらっしゃっておりません。

公民館長につきましては、鵠沼公民館の山口館長と六会公民館の江添館長にご出席

いただいております。傍聴者につきましては、本日はございません。また、本日の

会議については公開とさせていただきます。 

最後に、お手元の資料の確認をさせていただきます。事前にメールや郵送等で送

付させていただいた資料から、内容等に変更はありません。資料１が会議の次第、

委員名簿、公民館運営審議会第１回定例会議事録、資料２が令和５年度藤沢市公民

館事業計画基本方針、資料３が第１回定例会の意見まとめ、資料４が第１１期中央

教育審議会、生涯学習部会分科会における議論の整理の概要、資料５としまして令

和６年度藤沢市公民館事業計画基本方針(案)、以上７点になります。過不足等はご

ざいませんでしょうか。以上になります。 
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委員長  ありがとうございます。それでは、次第１の前回議事録の確認から進めてまいり

たいと思います。事前に事務局から議事録の送付がありました。お手元に届いてい

ると思いますが、内容について修正すべき点等ありますでしょうか。 

 

委員長  無ければこれで確定させていただきたいと思います。それではこれで確定したい

と思いますので、事務局どうぞよろしくお願いいたします。 

 

委員長  それでは、議題２に入ります。令和６年度公民館事業計画基本方針の策定につい

てです。事務局の方から説明をお願いいたします。 

 

事務局  それでは「令和６年度公民館事業計画基本方針の策定について」ご説明いたしま

す。藤沢市の公民館におきましては、毎年度、公民館運営審議会にお諮りして事業

計画基本方針を策定し、この方針をもとに各館が翌年度の事業計画を策定し、事業

を実施しております。今後、委員の皆様には今回と次回の審議会において、令和６

年度の事業計画基本方針の策定について審議していただきますので、よろしくお願

いいたします。 

それでは、内容について説明させていただきます。お手元の「資料２ 令和５年

度藤沢市公民館事業計画基本方針」をご覧ください。こちらが昨年度の審議会で策

定した今年度の事業計画基本方針です。資料３は、第１回定例会において実施した

グループワークで、委員の皆様からいただいたキーワードを今年度の計画に記載し

ている事業ごとにまとめさせていただいたものとなります。 

資料４は、中央教育審議会という文部科学省に設置されている審議会の生涯学習

分科会が令和４年８月に出している「中央教育審議会生涯学習分科会における議論

の整理」で、生涯学習・社会教育をめぐる現状や課題、生涯学習・社会教育が果た

しうる役割などがまとめられているものでございます。 

資料５については、これらの資料にある意見等をもとに、事務局で本日の議論の

たたき台として作成させていただいた令和６年度の事業計画基本方針（案）でござ

います。 

資料５の検討案について、令和５年度の計画から変更させていただいた部分を中

心に簡単に説明させていただきます。まず１ページをご覧ください。「１．公民館

事業計画の位置づけ」について、内容として大きな変更はございませんが、文章の

中に「国等の動向を踏まえ」という一文を追加し、藤沢市のプラン等のほか、中教

審の内容も反映していることを、分かりやすく表すようにしています。「２．重点
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目標」については、令和５年度の基本方針では、「生涯学習ふじさわプラン２０２

６」に基づき、（１）「学びたい思い」の支援、（２）「学べる機会」の提供、

（３）「学びあい」の創出、（４）「学んだ成果」を生かしつなげる、の４つの目

標をかかげ、さらに「中教審分科会における議論の整理」の「現状・課題」の５項

目との位置づけ、関係性を表していました。令和６年度（案）については、「生涯

学習ふじさわプラン２０２６」をベースにすることは変わらず、中教審の内容につ

いては、先ほど申し上げたとおり１の位置づけの方に入れたことから、重点目標は

シンプルに４つの目標を掲げるような案となっております。 

２ページに進みまして「３．実施事業」については、重点事業①から⑥、地域の

課題に応じた事業①から⑤の項目については昨年度と同様ですが、「中教審分科

会」の内容を受けて、３ページにあります（２）地域の課題に応じた事業②共生社

会・人権に関する事業の説明の中に「社会的包摂の実現」というキーワードを入れ

たり、③市民同士の学びあいを促進する事業の説明に、「地域活動への参画」とい

うキーワードを入れています。 

 また、事業の例の中に、資料３の前回定例会でいただいたご意見を入れさせてい

ただいております。例えば重点事業の②ICTの活用に関する事業には「電子申請講

座」を加え、⑥子ども・若者の地域への参画を促す事業に「子ども向け宿泊事業」

を追加しております。公民館の職員がより具体的な事業を企画しやすいような案と

なればと考えております。 

４ページ「４．計画策定上の留意点」、「５．計画事業の実施にあたって」につ

いては、今回は特に変更は加えておりません。 

今年度は、新型コロナウィルスが５類になったこともあり、生活環境もコロナ禍

以前に戻りつつありますが、改めて、公民館として必要とされる役割や事業を考え

てまいりたいと思います。今回、資料５で提示した案はたたき台でありますので、

皆様からのご意見を、来年度の基本方針に反映していきたいと考えておりますの

で、具体的にどこにどのような形で反映させるのが望ましいか、という視点でご意

見をいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

事務局  ありがとうございました。それでは皆様からご質問あるいはご意見を賜りたいと

思います。公民館運営審議会での一番重要なミッションは、この事業の基本方針を

定めることですので、活発な意見をお願いしたいと思います。今年度からの委員も

遠慮なく、普段の公民館活動の中で考えていらっしゃることなどよろしくお願いい

たします。 
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佐藤委員 重点事業としている①「新たな層の学習機会の拡充を図る事業」について、結構

成功していると前回の定例会でも皆さん出されていました。働き世代の方々が公民

館事業に参加をするには、普段の時間帯ではなく休日を使ったなど、結構いろいろ

なところで成果が得られています。恥ずかしいながらですけれども、ここに関連し

て私が提案したいのは、例えば人間国宝と言われるような方の工房を訪ねる内容

を、オンラインで、また公民館の垣根を乗り越えた形で実施できれば、意識改革と

いうことで、とても良いのではと感じております。 

それから、前回の報告書を見ますと、高齢者の方々がすごく頑張っていらっしゃ

います。公民館事業として高齢者の方々が主体となって成功している部分がありま

すが、これがこの先ずっと継続していかれるかどうかが課題だと思います。先ほど

のような中間年齢の方が関わってくれるのが良いと思います。もう一つは、ベテラ

ンの指導者が、青少年の人たちを育てている。これは私が前回寺子屋教育的な要素

と申しましたが、まさにここにあります。目の前のことを教えているよりは人生観

や大人の考え方なども含めて伝えている。そして進めるうちに教わる側と教える側

が逆転していることもあり、これは本当のコミュニケーションだと思っておりま

す。 

そこで提案したいのは、高齢者意識の特性をしっかりと掴んだ上で、コミュニケ

ーションを活動に活用できないだろうかということです。人生１００年時代を迎え

ておりますので、健康年齢をできるだけ皆さん頑張って引き延ばしていく。アンケ

ートなどを見ると、藤沢市も高齢者お２人でお住まいになっている、もしくはお１

人になっているかたが多いと伺っております。高齢者の方をどのように励ますか。

一番は、高齢者の方々がご自分のことをご自分でということも含めた形の部分もあ

ると思います。高齢者の方々の特性を考慮した事業が、これからの活動に十分効果

をきたすのではなかろうかと感じました。 

 

委員長  善行公民館佐藤委員、ありがとうございました。他にご意見ありますでしょう

か。感想程度でも構いません。 

 

三宅委員 重点事業②「ＩＣＴの活用に関する事業」ですけど、現在、様々な情報セキュリ

ティについて注意が必要な時代に入っていると思います。推進することは書いてあ

りますが、セキュリティに関しての記載がありません。この文章は良いと思います

が、この後に例えば、「また様々な情報セキュリティリスクについて周知し、安全
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な活用を支援する」と入れるといかがでしょうか。危険性を心配してＩＣＴについ

てやらない方もいらっしゃると思うので、いわゆる推進だけではなくセキュリティ

の観点も入れたらどうかと思いました。以上です。 

 

委員長  三宅委員、ありがとうございました。事務局で検討していただければと思いま

す。 

 

鈴木（正）委員 藤沢公民館の鈴木です。よろしくお願いします。サークル支援事業につい

てお聞きしたいのですけれど、サークル連絡会議は、全体ではいくつあるのでしょ

うか。分かる範囲でお願いします。 

 

事務局  連絡会に参加される方も減ってきていると各公民館から聞いておりますが、具体

的な数字がすぐにお示しできないため、後ほどお伝えいたします。 

 

鈴木（正）委員 なぜ質問したかといいますと、藤沢公民館にも以前サークル連絡会ありま

して、私が会長をやっていました。連絡会では行事に追われまして、サークル間の

交流会とか親睦を図ることは殆どできず、その結果、役員などのなり手がいないと

いう現状があり、公民館の担当者との話し合いで、三、四年前にサークル連絡会を

廃止しました。先ほど話では、サークル連絡会は段々少なくなっているとのことで

すので、重点事業⑤の「サークル支援事業」について、多くの公民館で実施してい

れば良いのですが、少ないのが現状となると、支援をどのように行っていくか少し

心配なので意見言わせていただきました。以上です。 

 

委員長  鈴木委員ありがとうございました。他にご意見ございますか。例えば、学校の立

場から小学校の河内委員、いかがですか。 

 

河内委員 学校では、主に保護者の方から、コロナで繋がりが無くなってしまったと心配の

声を聞くことがありました。こういった形で、地域の公民館で、色々な活動シーン

であったり、学べる機会の提供だったりはとてもありがたいなと思います。親子で

参加できる講座等がもう少しあれば、今一番働いて忙しい若い世代の方が、より公

民館活動に参加しやすいのかなと思っています。小さなお子さんとお母さんの講座

は結構あると思いますが、小学生になると、小学生は参加できるものはあるのです
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が、小学生世代の親子での参加のというのは、どれくらいあるのか気になりながら

お話伺っていました。 

 

委員長  貴重なご意見をありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

 

了戒委員 重点目標（２）の「学べる機会」の提供に、「対面型が主流だった学びが新たな

形態へと変化している中、時間的、空間的な制約を超えた学習環境を整えます」と

記載があり、目標としては良いと思いますが、この重点目標「学べる機会」の提供

に対応している事業の例を見てみますと、子育て応援メッセ・保育ボランティア養

成講座・乳幼児家庭教育学級・教育講演会とあります。こういった事業も含めて、

新たな形態に変えていこうという主旨だと思いますが、本当に対面より新しい形が

良いのか、また新しい形に対応できるような事業というのはどういうものであるか

ということについて、市の方でどう考えておられるかお聞きできたらと思います。 

 

事務局  学べる機会としましては、２ページの重点事業①「新たな層の学習機会の拡充を

図る事業」で、勤労者向けですとか、成人男性向け、移動公民館、新たに入れてい

る講座のオンラインおよびハイブリッド開催というような形で、特にどういった事

業に特化してというジャンルは問いませんが、様々に機会は広げる必要があると考

えております。 

 

青木（純）委員 地域の課題に応じた事業の①「「命を守る」ことにつながる事業」です

が、昨年はあまり思っていませんでしたが、近年、災害や水害、この夏は水の事故

で亡くなる方も多かったり、ハワイの山火事などの自然災害がありました。相変わ

らず詐欺もなくならず、ネットを使った事件に子どもたちが巻き込まれたりしてい

ます。そういったことを考えると、命を守ることに加え、自分を守るも入れたらど

うかと思います。また「地域の課題に応じた事業」よりも重要かなと思いますの

で、私は「重点事業」に位置付ける気がします。ちょっとしたコツを知ることで、

災害や、ネット詐欺などからも命を守る、自分を守ることはできると思います。

色々な課題で事業が増やせられるのではないかと思いました。以上です。 

 

委員長  六会公民館青木委員ありがとうございました。 

司会である私があまり話をしてはいけないかも知れませんが、「「命を守る」こ

とにつながる事業」は重点事業に入れるべきだと個人的な意見ですけれど思ってい
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ます。私は鵠沼地域なので海に近いですから、津波とかそういった危険もあります

し、自然災害はいつどこで何が起こるかわからないので、命を守るこのことについ

ては、重点事業に入れていただきたいなと思います。 

もう一つ重要なのは、単なる防災ということだけではなく、感染症は今やや落ち

ているかに見えますが、いつコロナに代わるものが出てくるとも限らない。また、

防犯も命に繋がることだと思います。藤沢の地域は、他の都府県と比べても犯罪が

多いところではないかも知れませんが、インターネットを介した犯罪、これは単な

る高齢者に対するものではなく、小さいお子さんや青少年についても、命の危険が

及ぶことがありますので、防犯も入れた方がいいと思っています。 

重点事業が多くなってはという事であれば、地域の課題に応じて事業に移して調

整をするのかと思います。皆様ご意見はいかがでしょうか。賛成でも反対でも結構

です。 

 

了戒委員 事務局では、どのように事業を重点と地域とに仕分けをされているのでしょう

か。私はこの命を守るでも自分を守るでもいいと思いますし、特に命を守るという

ことを重点の方に移すべきだとも思わないのですが、その考え方を教えていただき

ますか。 

 

事務局  事業の位置づけの考え方は、重点は市内全域に共通の課題という部分、地域の特

性があると考えられるものは、地域の課題に応じたという事業に区分されていま

す。先ほどご意見いただいた通り、命を守ることは、地域というよりは市内全域、

全世界的なお話にはなると思いますので、重点事業として持っていくことも特に異

論はないと考えております。 

 

委員長  はい、ありがとうございました。他にご意見ありますでしょうか。早野委員お願

いします。 

 

早野委員 公募で参加させていただいております早野と申します。どうぞよろしくお願いし

いたします。重点目標「学べる機会」の提供に当たるのか、地域の課題に応じた事

業④「居場所づくり」に当たるのかわかりませんが、学習室の開放だけでなく、学

習支援が必要な子どもたちの場所を公民館が提供できるといいなと思っておりま

す。先ほど寺子屋の話も出ましたが、学習ボランティアの活用などをして、先生が

いて生徒になるということではなく、来れば誰かに気軽に教えてもらえるものが良
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いかと思います。高校生の学習ボランティアを募集している社協もありますし、子

ども食堂とまでは言いませんが、行く場所がない子どもたち、学習塾に行けない子

どもたちが公民館に来たら学べるという場を提供できたらいいなと思っておりま

す。以上です。 

 

委員長  早野委員ありがとうございました。今おっしゃったのは、重点事業③の「子育て

及び家庭教育支援のための事業」よりも、年齢も上、例えば中学生などを対象とす

るイメージでしょうか。 

 

早野委員 そうですね。小・中学生を含めてです。そのため「居場所づくり」となるのか

「学べる機会」の提供になるのか、分類はどちらにも引っかかる気はしまして、ど

ちらかに収まると良いと思います。 

 

委員長  「子育て及び家庭教育支援のための事業」ですと未就学などやご両親を対象にし

た事業ということになりますね。この辺りについても事務局の方で考えていただけ

ればと思います。 

 

有賀委員 昨年度、基本方針の案を拝見して分かりやすくなったと思いましたし、現場の職

員さんからも事業計画を立てやすかったと意見を聞いていますので、今年度もほと

んど同じような形というのは、分かりやすく良いと思います。ただ１点気になった

のが、重点事業①の中の「講座のオンライン及びハイブリッド開催」について、こ

れはどのようなものを考えているのか、また各公民館への支援は、どのように考え

ているのかお尋ねしたいと思います。 

 

事務局  具体的にどの講座がオンラインやハイブリッドに向いているかは、例えば、体を

動かすようなものであれば、現地で講師を身振り手振りやった方がいいとか、座学

的なものであればオンラインとかハイブリッドを駆使することによって受講者の数

が制限なくできると思いますので、座学的なものがメインで活用できるのかなと考

えております。 

公民館についての支援は、コロナ禍でオンライン開催などは各公民館で進められ

た部分があると思いますので、物品等で必要なものがあれば協力ができると思いま

すが、こちらから具体的な指示というところまでは特に今のところ考えてはいませ

ん。 
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委員長  ハイブリッド開催は確かに難しいですよね。今後の検討課題だと思います。 

 

青木（美）委員 学習支援に関しまして、私が以前公民館に所属しておりましたときに夏休

みに学習スペースを行いました。時間中はいつ来ても良く、そこで宿題などが出来

るスペースです。職員で常にその時間を担当するのは勤務時間的に難しいため、ボ

ランティアを募集しました。ボランティアは、地域のおじいちゃんに近いような方

で、小学生との組み合わせはとても良い交流で、ボランティアさん自身も楽しかっ

たということでした。 

しかしながら、参加者を集めるのは、なかなか難しいと感じました。来てみた

ら、おじいちゃんが居たといった感じになると、「図書館の方がお菓子食べながら

できるからいいや」と帰ってしまったこともありました。大学が近くにあってお兄

さん・お姉さんに教えてもらえると、また違うのかなという気がします。今の子ど

もたちは、とりあえずおいでっていうのはちょっと難しかったと思います。 

もう一つ、自分を守るということですが、この地域の課題に応じた事業の命を守

るというのは、元々は災害が起きたときにどうするかといった受身の方を対象にし

ていたと思います。最近、いわゆる闇バイトなどで被害に遭われる方など、その世

界に足を踏み入れてしまう、若者たちの対応も課題かと思います。個人的な話です

が、私の娘が中学校のときに担任の先生が、「女の子も心配ですけど、男の子は命

がかかってくるので、男の子が踏み外した方が怖いです」と仰っていました。中学

を出たあたりから社会に触れて、そういう危険性に向かってしまう子たちがいるの

かなと思いますし、事前に防ぐとなると、もっと前から地域なり周りの大人が守る

ということが必要と思います。この命を守るは、最初の設定から少し変わってきて

いるのかなと思います。最低限の最初の生きていく術だと思いますので、今となる

と、重点事業でも良いかと思います。 

現場に居たときは、本当に予算との闘いでありました。「もう少し何とかなりま

せんか」と講師の方から言われたこともありますし、ほとんど善意だけで成り立っ

ているところもあるのが現状です。ですから、数を減らして中身を濃くし、安かろ

う悪かろうにならないようにするのも一つかと思います。その辺で苦しんでいる現

場の人間もいるという事を言わせていただきたいと思いました。 

 

森委員  この「重点事業」と「地域の課題に応じた事業」これは大変素晴らしい実施事業

と思います。私は２年目になるのですが、この基本方針が、地域の公民館の運営に
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どのような流れで落とし込まれ、実行していくのか分かりませんので、教えていた

だければと思います。 

 

事務局  こちらの基本方針を、本審議会で策定した後の流れについてご説明いたします。

各公民館には、この基本方針に基づいて新しい年度の事業の計画を策定していただ

くことになります。各公民館では、各公民館の職員や評議員会にて、こちらの方針

に基づいて次年度どのような事業を行っていくか検討、決定して、翌年度、様々な

事業を実施していただく流れになります。 

 

森委員  公民館の館長がいらっしゃると思いますが、館長による検討会はやられるのです

か。それともこの書類が公民館に運ばれて、各公民館の責任者で計画を立てていく

という流れになるわけですか。 

 

事務局  方針自体はこの審議会で定めますので、館長による検討会はありません。ここで

策定した完成したものを各公民館にお渡しする形になります。公民館で事業の計画

を練っていくという流れになります。 

 

森委員  ありがとうございます。 

 

委員長  公募の方からもご意見を伺いたいと思います。大石委員いかがですか。 

 

大石委員 感想になりますが、令和５年度と令和６年度のこの資料を見比べてみますと、中

教審の部分を上の方に動かしただけで、とても見やすくなったと思いました。もう

一点は、命を守ることに対して、災害もありますが昔から言われ続けているよう

な、例えば「お盆を過ぎたら海には入らない」といった、「言い伝え」をテーマに

してみると事故が防げるのかなと思いました。また、最近ジャガイモを食べてしま

って、中毒を起こしたりするような、食に関しても、命を守るとつながってくるか

と思いました。ありがとうございます。 

 

小田部委員 六会地区の小田部です。この命を守るというところですが、私は六会地区で自

治会長もやっておりましたけど、災害から身を守るために、万が一避難してきた人

のためにいろんな水やら何やら用意しているわけです。六会の場合、災害というも

のがあまりその重大には考えてなかったのですが、先ほど、田中委員からお話あり
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ましたように、やはり鵠沼地区となると津波の件なんかもありまして、相当大変な

ことになると思うのですね。その際に鵠沼公民館はどのぐらいの避難民を招き入れ

ることができるのか、そして、招き入れることが出来なかった方々をどうするの

か。そのあたりの具体的な話をお伺いしたいなと思います。というのは、鵠沼辺り

に車で行ってみても、非常に平坦な地域であまり避難できるような場所が見当たら

ないのです。災害は明日にも起こるかもしれませんから、どの程度緊迫感を持って

対策を立てるのか。きっちりと落とし込んでもらえたらありがたいと思います。 

 

委員長  今日は、鵠沼公民館の山口館長もいらっしゃっているので、後ほどお話をいただ

ければと思います。私の家も海岸から歩いて５分ぐらいなので、普段から、避難訓

練などをやっていまして、どこへ逃げれば良いのかということも聞いております。

備えは万全とまでは行きませんが、対策をしているということです。 

命を守ることについて事業の中に、交通安全というのを入れた方がいいと思いま

す。鵠沼地区はどうしても道が狭いので、出会い頭の交通事故とかが多いです。自

転車についてもヘルメットは努力義務になりましたが、自転車の事故は意外と多い

です。また、個人的にどうだろうと思っているのは、電動スケートボードが、何の

免許もなく乗れるようになりましたよね。今後、事故が起きてくると思っていま

す。鵠沼地区にも交通安全協会がありまして、そこの方々が非常に熱心に講座など

をやっていただいていますが、高齢者のみならず、小さいお子さん、青年、成人共

通する課題だと思いますので、交通安全は一つ重点目標で命を守る事業に入れてい

ただければと思います 

 

青木（純）委員 命を守ることに繋がる事業という項目はそのままにして、その右側の文章

を少し変えていただければと思います。「自然災害感染症への対応などについて必

要な実施をするとともに」という文書であると、頭に浮かぶものが限られてしまう

ので、右側の文章はもうちょっと工夫を皆さんの知恵で考えていただいて、例の中

に、防犯交通安全を入れていただければ。もちろん重点にしていただきたいと思う

のですけれども、それ以前にこの右側の文章の工夫を少しお願いしたいです。 

 

三宅委員 私もそれに関連してですけど、文章ですが「喫緊の課題である」とは確かにそう

だったのですけども、状況が変わってまいりましたので、例えば、「大切な命を守

るために、自然災害や感染症への対応、防犯や事故防止などについて必要な知識を

得るとともに、ともに学びあい、支えあう機会の充実を図る」とすると殆どの件が
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入っていると思います。事故防止や交通安全も入れますし、地域によっては水のも

のも入ってくるので、そういう表現とすると大体網羅されます。その上で事例の中

に必要であれば、入れていくことがいいかと思いました。 

もう一点、居場所づくりのところですが、先ほど学習支援の話がございましたの

で、例えば、この文章の中に、下から２行目のところに「新たな交流や学習支援活

動へ発展するように」と入れれば、実は小学生や中学生、場合によっては大人かも

しれません。いろんな交流するだけじゃなくてそれが何かの小さな支援に繋がって

いくことがあるといいかなと思いました。 

また、先ほどオンラインというお話がありましたが、佐藤委員の方から人間国宝

とお話がありましたね。ああいうものは、例えば、市の全体の公民館としてインタ

ビューをして、その工房を訪ねる様子をオンラインで共有して、場合によって、そ

れがまたいい形でリアルに繋がっていくようなことをすれば、入り口として非常に

いいのかなと思いました。 

 

委員長  文言については、今のご意見も踏まえて事務局で工夫していただければと思いま

す。 

話が少し逸れてしまいますが、交通安全と何回も言いますが、最近はスマホを見

ながら自転車に乗っている人も多いですが、それに注意すべきか迷うところです。

特に、若い方が多いので注意すると、逆ギレされてこちらの命が危なくなるのかな

とも思います。交通安全も同様に命を守るということで考えていただければと思い

ます。 

 

大谷委員  村岡地区の大谷です。今年度初めて参加させていただいています。重点事業を

拝見しますと、色々と網羅されていて、素晴らしいなという感想があります。これ

は私の希望なのですが、①「新たな層の学習機会の拡充を図る」に関して、毎回、

公民館の講座を受けてみたいと思うのですが、仕事の関係でなかなか参加できない

ことが多々あります。オンライン・ハイブリッド開催も良いのですが、その時点だ

けで開催で終わってしまうのは、いつも残念に思うことがあります。オンライン・

ハイブリッド開催が実現できるのであれば、さらに、期間限定でも良いので、動画

によるアーカイブ配信が出来れば良いかなと思います。例えば、希望者にパスワー

ドを提供し、見られるようなことが可能であれば、参加したかったのにという気持

ちが、少し解消できるかなと思います。自宅でそういう講座が自分の可能な時間で

見られると、本当に素晴らしいなと思います。検討をお願いしたいと思います。 
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委員長  確かに、ハイブリッド開催でも参加のハードルが高いので、アーカイブ配信とい

うと、気楽に参加できるので良いかと思います。 

 

飯島委員 命を守ることについて色々出ましたが、その他に、遠藤ではハチが多くて、特に

スズメバチにうちの会社の従業員も毎年刺されていますが、治療する病院がないで

すね。中には「ハチに刺された患者見るのは初めてです」ということも多い。公民

館事業にしても、自然の中の散策するものも多いので、山の中は事前に全部回って

から動いたほうが良いということは言います。やはり見落としが結構ありまして、

上ばかり見て、下を見ないと地蜂がいる場合があり、オオスズメバチに刺される

と、命に関わることもあるので注意が必要です。また、この暑さで熱中症対策につ

いても、子どもが外で遊ぶにしても連れ出しにしても、水分取らせることが必要で

すが、参加者が小さい水筒１本ということもあって、いろいろと考えないといけな

いということも結構あります。 

命を守るということで他に問題が出たのは、地震対策で、万が一のときに農家さ

んに対して、無償で野菜を提供してくれるかという件が去年からあります。自治連

と自主防災で話をしていますが、農協さんを通したところ、農協ではまとめること

が出来ないと言われていて、農家さんの方も世代交代で若い者になると、傷んだも

のを回すわけにいかないし、形が悪くて売れないものだったらという話がありまし

たが、災害があれば、全然関係なくなるわけです。本当に提供してもらえるかどう

か、その時期にもよるのでいろいろ検討はしています。他の地域では、災害時にそ

ういう提供の話はあるのでしょうか。なかなか難しい問題かなという気はしていま

す。以上です。 

 

委員長  貴重なご意見をありがとうございました。災害時に自分たちが何を提供できるか

ということは私も考えたことはなかったです。 

 

鈴木委員 片瀬公民館の鈴木です。私も今年初めてなので、今皆さんのご意見、お考えを聞

いていてうなずくばかりです。公民館の事業が、基本計画を含めこのようなプロセ

スを経てできて、そして実際に各地区の公民館で事業が計画されているという流れ

がまずわかりました。感想になりますけが、この基本方針案には前回のグループ討

議の内容、あるいは中教審の内容をうまく入れていただいて、作っていただいたの

かなと思っています。その中で一つだけ、公民館事業の計画の位置づけと重点目標
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のところで、昨年度の違いをお話された中で、去年は中教審の目標が重点目標の真

ん中にあって、今年はそれが事業計画の位置づけるベースとして少し、重点目標の

方に、昨年度までは重点目標の元はこれだよってことが見えたと思いますが、今度

はそれが上に上がったわけですよね。計画を作る大元のところにこの中教審の整理

された概要が入っているわけで、それはそれでいいと思います。これはあくまで私

が個人的に考えたところですが、教育現場でも国から下りてきて、県教委、市教委

に下りてきて、学校現場という流れの中で計画を立てるときに順番に掲げてきま

す。そうすると、先ほど国等の動向を踏まえ今年から新たに言葉を加えたというこ

とですが、私は中教審の指針と藤沢の生涯学習プランは、上下が逆だと思います。

やはり、プランにしても、教育振興計画にしても、国あるいは県の動向を踏まえた

上で作成されていると思います。そうすると、些細なことですが、上に中教審があ

ってもいいかなと思いました。もう一は先ほど、了戒委員から対面と非対面という

お言葉があったのですが、今このICTという中で、学校現場もそうだったのです

が、コロナでやむを得ず顔を合わせなくてもいいやり方、ここに書いてあるよう

な、ハイブリッド的な会議の開催をしていました。確かにそれは便利であり良いの

ですが、やはり公民館は、人と人とのコミュニケーションを図る場と考えると、あ

くまでもICTは、ツールであってそれに振り回されてはいけないという部分があり

ます。個人的な考えなのですが、地域コミュニティということを考える中で、人と

人とのコミュニティ、顔を合わせることも大事にしていかなきゃいけない部分なの

かなと皆さんのお考えを聞きながら、自分の頭を整理したらそのようなことが思い

つきましたのでお話させていただきました。以上です。 

 

佐藤委員 鈴木委員の素晴らしいご発言、ありがとうございました。国では生成AIをどう扱

うかについて、個人情報を保護するために、写真とかはこの中に入れてはいけない

といったルールを検討していますが、そうではなく根本があるわけです。やはり、

人が人としてコミュニケーションをするのが大切であって、そういった活用のため

にツールとして使うことが最も大切であって、ツールが楽だから、楽だからしてし

まおうという、現在の風潮をどうやって抑えればよろしいかというご発言だったと

思います。単にリテラシーのところを教えるということだけではなく、今の人の

心、そこを育てるためには、あくまでも我々はツールとして使っているというとこ

ろを教えていただけたらと思いました。 
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猪野委員 公民館は、縦でも横でもない斜めの関係にあると思っていて、地域で大切な役割

を担っています。命を守るにしても、例えば、コロナになって、中高生に関わる周

りの大人が今すごく減っているっていうところもあって、悩みが打ち上げられない

とか、話せないとか悩んでいる子たちもいるので、そういう子たちの繋がりを深め

るという意味でも、居場所作りにしてみれば、高齢者の方の居場所と一緒になって

世代間交流をしながら多くの大人と子どもたちが関われるようになるところを、今

後できていけばよいなと思っております。あとICTという点ではどうしてもリアル

では意見を言えない子どもたちも多いので、メタバースのようなツールを使って、

バーチャルの世界だけど、自分の意見はちゃんと出せるみたいな形で、子どもたち

が素直に自分の意見が出せるようなものをどんどん積極的に、市としては、取り入

れていってほしいなというふうには思っております。 

 

委員長  全員の方からいろんなご意見をいただいたと思いますが、何かそれ以外でありま

すか。 

 

了戒委員 命を守ることに繋がる事業ですが、これを重点目標にすべきだということに全然

反対できないですよね。ただ、今議論されていますように、自分の命を守る、それ

から共生社会でいろんな人の命もケアしていく心が大事であると思います。ウクラ

イナのことを考えても、いろんなことで命を守るっていう表現は含んでいると思い

ます。そして公民館の事業として「学ぶ」ということがキーワードですから、命を

守ることを学ぶのだとなるわけです。そういうことで言うと、あらゆる事業におい

て、それぞれが老人は老人の命、子どもは子どもの命を守っていくために、そうい

う学びの機会を与えて、学びや学びをして、そういう事業やっているのだと捉えら

れるわけです。命を守るっていう言葉をつけた事業は、なかなか位置づけが難しい

かと私は思います。議論がありましたように地域性っていうものに落とし込むと、

事業としてのわかりやすさや意義が変わってくるのではないかと思います。今はそ

ういう位置づけになっていると思うので、地域のニーズに応じてくるのですね。そ

ういうふうに捉えるか、それとも大きなお題目みたいなものにしてしまうのかって

いうところは、事務局を含めて検討していただきたいと思います。 

 

 

三宅委員 居場所作りのところなのですが、今、災害的な暑さになっていまして、例えば事

業に出るとか、何かあると公民館に行くのはありますが、何もなくても「クールシ
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ェア」や、これから冬は「ウォームシェア」そういったものも位置付に入れていい

のかなと思っています。例示のところに入れるのか、例えば、学習室解放と併せて

クールシェアと入れるのも良いかと思います。何にもなくても公民館に行ったら涼

めるとなったら、私は隣にあったら必ず行くかなと思うので、そういった気軽さが

あってもいいかなと思いました。 

 

委員長  私から一言よろしいでしょうか。重点事業および地域の課題に応じ事業というこ

とで、いろいろご意見を伺ったのですが、最後の計画事業の実施に当たって、周知

の工夫があるわけです。これは、言うは易く行うは難しいですよね。色々な立派な

事業を公民館の方で計画されても、そもそも知らない、あるいは公民館においでに

ならない方も大勢いらっしゃいます。チラシや掲示を見て、あるいは広報紙に載っ

てはいますけれども、そういったものをご覧になる機会も少ない方もいると思いま

す。ある意味で永遠の課題かとは思いますけれども。いかに周知をするかは、今後

とも我々も、含めて検討していきたいなというふうに思っております。 

それと学習の機会の創出っていうことと、命を守ることは、別個の課題のように

見えますけれども、ある意味で繋がっていると思います。私も前期高齢者ですが、

会社人間が辞めて自宅に籠るとなると、やはり健康年齢、健康寿命は短くなってし

まいます。そういった方をいかに地域活動に参加する、あるいは学習会に入ってい

ただく、そこで一緒に学ぶ仲間とコミュニケーションとり、話をすることが自身の

活性化に繋がると思いますので、それが健康寿命を延ばすってことにも繋がると思

います。何回も言いますけども学習機会の創出、命を守る、ある意味でこっちも繋

がるのではないかなと思っております。 

大体ご意見も出尽くしたかと思いますので、よろしいでしょうか。本日のご意見

は事務局の方で次の審議会まで基本方針案としてまとめていただいてください。 

 

事務局  サークル連絡会のお話について、２０２１年度データが古いものにはなります

が、数字がわかりましたのでお伝えさせていただきます。市内でサークル数自体が

２０２１年当時、約２，３００のサークル数がある中で、こちらの連絡会の方に加

盟されているのは約７００の団体数です。全体的に見るとサークル活動されている

方の３０%程度が連絡会に加入している数字の状況がありましたので、ご報告させ

ていただきます。 
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委員長  ありがとうございます。それでは、本日用意された議題は以上になります。本日

ご出席いただきました公民館長の方からご感想などをお願いしたいと思います。ま

ず、私自身も大変お世話なっております。鵠沼公民館の山口館長よりお願いいたし

ます。 

 

山口公民館長 鵠沼公民館長をさせていただいております山口と申します。公民館長になっ

て４年目になりまして、こちらの公民館運営審議会に参加させていただくのは２回

目でございます。初回は、オンライン会議のときでした。本日の対面の会議で、や

はりオンラインとは違い、生の感じが体感でき非常に良かったと思っております。

公民館の話とは少し違いますが、先ほど小田部委員からお話あった地域の災害対策

について、まずお話させていただきます。 

鵠沼は、南は湘南海岸があり、東西は引地川と境川が挟まれている地域がほぼ鵠

沼地域となります。全てが低地で平地や坂はあまりありません。その立地から当

然、津波や川の氾濫、内水氾濫など常にリスクが高い地域です。ですので、水に対

してはどうしてもケアしなければいけない。また砂地のため地震があれば、液状化

が起きる可能性がある。そういった非常に災害に弱い地域でありながら、市内で一

番住民の数が多く、５万９０００人ほどいます。いわゆる住民が密集していて、建

物も、駅前は別ですけど、ほぼ第一種低層住居専用地域の住宅地のため、高さ制限

があって１０m以上の建物を建てられない地域になっています。いざ津波が来たと

きに逃げる場所が非常に少ないので、南部の方々は常にその津波のリスクと背中合

わせになっています。 

そのため、対策としては、一つはハード的な対策で高いところに避難できる場所

を確保する。もう一つはソフト的な、津波が来るとしたら、津波を止めることはで

きないので、高いところ・来ないところに逃げるしかない。それを地域の住民の方

に、いかに啓発ができるかが防災の対策かと思っています。藤沢市も辻堂・鵠沼・

片瀬沿岸３地区は、そういった対策を防災の部門を中心にずっと対策をしてきてい

るわけです。 

具体例ですが、湘洋中学校は、津波避難の機能を持った校舎を増築して、今、鵠

南小学校を建て替えています。鵠南小学校のエリアは三角地になっていて、ちょう

ど避難が難しい。そういうところに学校の建て替えに合わせて地域の住民が避難で

きる屋上スペースを確保する。片瀬海岸には、これから津波避難タワーを建てま

す。そういったいわゆる避難が困難なエリアからハード的な対策を順番に取ってい

ます。そして、次は鵠沼の市民センターの建て替えを予定していて、完成すると、
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鵠沼海岸周辺の約５０００人の方が、津波のときにセンターの屋上まで来れば、命

だけは助かる。そういう建物を作りたいってことで、今地域住民の方にも意見交換

とかさせていただきながら、計画しているところです。津波に対しての完全な対策

は無いのですが、出来ることからこのように進めています。この場でお話すること

ではなかったかも知れませんが、ご質問が出たのでお話させていただきました。 

今日の会議の感想としては、皆さん命を守るところにだいぶ時間をかけられてお

話させされておりましたけど、各地区に、交通であれば交通安全対策協議会があっ

て、防犯は防犯協会があり、各自治会には防災の担当がいて、自主防災組織が各地

区に全てあります。それぞれの分野がそれぞれの地区で、啓発やキャンペーン、講

師を呼んで講演会をしたりしています。そういった団体と公民館事業との兼ね合い

を検討していく必要があるのかなと思います。また、そういった専門的に活動され

ている団体と、公民館事業をどうやって繋いでいくかということを、考えるのも一

つ重要かと感じたところでございます。 

また、田中委員長も在籍されております、「くげぬま探求クラブ」というサーク

ルが鵠沼地区にはございまして、実はサークルが創立３０周年ということで、記念

事業を公民館との共催事業で実施しています。将棋の、佐藤康光九段という現役の

棋士を招いて、一昨日の日曜日に鵠沼公民館で、講演会とその後子どもたちが４０

名ぐらい参加して、棋士を囲み多面対局で、棋士が回りながら素晴らしい速度で刺

していくイベントが開催されました。地域の子どもたちが、そういった一流のプロ

の棋士と直接対面で対局でき、指導してもらえるという機会で、子どもたちも、引

率の保護者の方も目が輝いていて、非常に興味深く、また子どもたちその経験を今

後、成長していく中で生かしていただける良いイベントだったと感じましたので、

ご紹介させていただきました。くげぬま探求クラブは、地域貢献事業も非常に多く

実施されていて、田中委員長もその中の１名ですけども、いろいろ地域に貢献され

ているサークルさんはあります。先ほどサークル連絡会の話もありましたけが、連

絡会に入っているサークルが減少傾向にある中で、いろんな形で貢献していただけ

るサークルさんとの協力関係も地域の活性化には大事なことなのだなと思いますの

で、私の個人的な思いとしては、サークル連絡会の様な組織は残していきたいと思

っています。今後も、我々鵠沼公民館も、公民館の担当職員と協力しまして、魅力

的な事業を展開してまいりたいと思いますので、今後とも、ご指導の方よろしくお

願いしたいと思います。本日ありがとうございました。 

 

委員長  山口館長ありがとうございました。それでは六会の江添館長お願いいたします。 
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江添公民館長 六会公民館長の江添と申します。本日はオブザーバーで出席をさせていただ

きましたけれども、皆様方の活発なご意見を伺わせていただきまして、これから

我々も令和６年度の計画を策定するにあたって、いろいろと考察を始めていきたい

と感じました。ありがとうございます。 

命を守ることに繋がる事業ということで防災関係、山口館長からも話があったよ

うに、防災の関係については、一般的なものを何回も継続してもあまり意味がない

と私も思っています。様々なシチュエーションがあって、知りたい欲求、興味にい

かに合致させていくかが必要と考えております。昨年度、六会では例えばコンサー

ト中に災害があったときにどう避難をするかという講座であったり、今年は、親子

を対象にした防災講座で、離れ離れのときに災害に遭った場合どうするかという内

容で、工夫をしております。こういった工夫というのも、防災講座でもいろいろと

広げていくアイディアが必要かなと思っております。また、ICTの活用ですとか、

生成AIの話もありましたけど、やはり時代の潮流でデジタルとか通信技術の発展は

目覚ましいと思います。１０年ぐらい先になると、AIとかロボットだとか、そうい

ったものが一般社会にあふれていて、生涯学習事業に関してもそういうものが波及

しているのだなと思います。その中で、そういう状況になってからデバイト対策を

行うのは遅いですよね。今の段階からデバイド対策はしっかりとやっていかなきゃ

いけないと思っております。スマホ相談窓口なども一つですけど、受講された方た

ちのアンケートを見ると、１回では足りないという意見が多いです。経験された方

の感想でも、その後伺うと、教えてもらったときは覚えたのだけど数日期間が経つ

と忘れちゃうこが多いのです。そこで、六会はそういったスマホを取り扱う講座の

ときに、藤沢市が発信している防災情報を受ける方法ですとか、成功体験、実際に

使えるというものを知ってもらおうと働きかけをしています。 

こういったところを、来年度はもう少し中心に置いて、講座に参加をすれば行政

が発信する情報をスマホで享受できるようになる。そういう成果をしっかりとお持

ち帰りいただけるような形の講座を考えていきたいと思います。いずれにしろ、そ

の時代の潮流をしっかりと捉えて先見性を持って、今後、皆様方がご検討いただい

たこの基本方針に沿って公民館事業を計画してまいりたいと思います。本日はあり

がとうございました。 

 

委員長  両公民館長ありがとうございました。 



20 

 

補足で、先ほど山口館長からくげぬま探求クラブをPRしていただいたのですが、

９月に健康講座を３回に分けてやります。市の高齢者支援課と鵠沼公民館とくげぬ

ま探求クラブの３者共同で３回に分けて講座を行います。 

高齢者を対象に認知症対策であるとか、音楽講座も含めて、いろいろやります。

ご関心がある方はぜひおいでいただきたいなと思います。先ほど江添館長からもお

話あった行政との連携ですけれども、我々も市の部署と一緒に講座を実施するのは

今回初めてです。各公民館でもいろいろご協力を得ることは可能ですのでぜひやら

れてみてはいかがでしょうか。 

それでは、次第３のその他に移ります。事務局の方からお願いいたします。 

 

事務局  その他ということで、次回の会議の日程になります。次回は１０月１９日木曜

日、１０時から場所はこちらの本庁舎８階の８－１、２会議室で行う予定とさせて

いただいております。各公民館１０月に入りますと公民館まつり等、お忙しい時期

かとは思いますけども、こちらの基本方針も１１月に策定し、各公民館へお知らせ

する形になりますので、この時期で開催させていただければと思います。 

通知等は、追ってお送りさせていただくのでよろしくお願いいたします。今回通

知等の資料をお送りするのが遅くなってしまい大変失礼いたしました。次回は早く

対応してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 

委員長 よろしくお願いいたします。それえは、公民館運営審議会第２回定例会をこれで終

了いたします。どうもお疲れ様でした。ありがとうございました。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 午前１１時４５分 閉会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 


